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当メールニュースではイベントのお知らせや公募情報等、 

産学連携に関する情報をお流しいたします。 

会員の皆様への情報の配信をご希望の方は、news@j-sip.org 

あるいは産学連携学会事務局（j-sangaku@j-sip.org) までお寄せください。 

バックナンバー：http://www.j-sip.org/mail_news.php 

 

 

[[[[ ヘッドライン ]]]] 

―――――――――――――――――――――――――――――――――  

 

        ■知財創造教育シンポジウム IN長崎 のご案内 

     http://kenkyu.yamaguchi-u.ac.jp/chizai/?p=2900 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

【日 時】2019年 2月 15日(金) 13:00～17:00(受付 12:30～) 

【会 場】活水女子大学 東山手キャンパス 4号館 411 講義室 

【参加費】無料 

【プログラム】 

 

◆第１部 【教育の本質から知財教育を捉える（基調講演・基調発表）】 

・13:00～13:05 開会挨拶   

                活水女子大学 学長  湯口 隆司 氏 

・13:05～13:55 基調講演  

              「論理的思考と創造性を育む教育とは 

                     ～数学教育、教師教育の観点から～」 

               岐阜女子大学 文化創造学部 教職センター長  

               教授 服部 晃 氏 

・13:55～14:10 知財創造教育とは？ 

              （知財創造教育プログラム実証授業に含む） 

               山口大学 知的財産センター 教授  木村 友久 氏 

《 休憩 》14:10～14:15 

 



◆第２部 【小・中・高・大：創造性と実践力を育むには？（事例紹介）】 

・14:15～14:30 超情報化社会、今を生きる～人権教育を礎とした 

                「著作権教育・スポーツ教育・情報リテラシー教育」～ 

                山口大学 知的財産センター 特命教授  久保田 裕 氏 

・14:30～14:45 【小中学校】出前授業サイエンスカーラボ 

                 「サイエンスマジック」の取組 

                 長崎大学 工学部工学科 教授  矢澤 孝哲 氏 

・14:45～15:10 【普通高校】SGH,SSH における PBLによる教育実践 

                （長崎東 SGH、大村高 SSHの取組） 

                長崎県立長崎東高等学校 教諭  一ノ瀬 憲二 氏 

                長崎県立大村高等学校 教諭  原口 俊明 氏 

・15:10～15:25 【大学】職業系教員養成課程での知財創造教育の導入  

                 成果と課題 

                山口大学 知的財産センター 特命准教授  陳内 秀樹 氏 

                NPO 法人 日本ダンスうんどう協会  

                 副理事長・事務局長  田原 孝一 氏 

・15:25～15:40 【大学】科目「ものづくりと知的財産」における実践 

                創造性・発明の評価に関する事例 

                山口大学 知的財産センター 准教授  李 鎔璟 氏 

《 休憩 》15:40～15:50 

 

◆第３部 【高校生、学生の声：若者を産業と地域に繋ぐ 

          （地域創生から見た知財教育）】 

・15:50～16:05 地域創成に資する生徒の発明及び商品化の支援 

               (有)山口ティー・エル・オー  

                コーディネーター  二階堂 正隆 氏 

・16:05～16:55 【専門高校】IPハイスクール事業：生徒、OB による 

                パネルディスカッション 

               長崎工業高校 OB、瓊浦高校 OB、宇部工業高校生徒、 

               島原工業高校生徒 

・16:55～17:00 閉会挨拶 

               山口大学 知的財産センター 教授  木村 友久氏 

◆名刺交換交流会（ポスター発表兼） 

◆ 17:00 ～17:30  ※ 会場：4号館 大会議室 

 

【申込方法】下記の各事項をご記入の上、メールにてお申し込みください。 

  ・＜メール件名＞ 2/15 知財シンポジウム in 長崎 申込 

  ・氏名，ご所属，連絡先（電話及びメールアドレス） 

  ・★名刺交換会への参加有無 

  ・申込み先： ip_fdsd@yamaguchi-u.ac.jp 



【申込〆切】平成 31年 2月 8日(金) 

  当日の受付もしておりますが、資料等準備の関係上、事前にお申込み 

  下さいますようお願いいたします。 

【お問い合わせ】山口大学大学研究推進機構知的財産センター 

  TEL：0836-85-9942 

  FAX：0836-85-9941 

  E-Mail：ip_fdsd@yamaguchi-u.ac.jp 

 

詳細 → http://kenkyu.yamaguchi-u.ac.jp/chizai/?p=2900 

 

【開催趣旨】Society5.0の到来に向けて、新学習指導要領が謳う「主体的・ 

 対話的で深い学び」において、各教科等の内容を社会の在り方等と結びつ 

 けて深く理解し、新しい価値を創造し、新たな時代を分厚く支えることの 

 できる資質・能力を持った人材の育成が求められています。 

 その学習過程で生まれる生徒の知的創作は、従前の学習活動以上に個性・ 

 人格が投影され、協働性が高いものになると考えられます。またその中には 

 地域やグローバル課題に即した、産業上の価値を持った知的財産もあり得 

 ます。それらの知的財産を学校教育や地域及び産業界はどう扱うべきか、 

 創造性を育む教育と地域創生の観点から考える機会になればと思います。 

 講演者には、中教審委員等の要職を歴任され公教育や教員養成に造詣の深 

 い、服部 晃氏を招き、事例発表は小・中・高（普通/専門）・大学での実 

 践者により幅広く共有します。加えて、文部科学大臣認定の知財教育共同 

 利用拠点として、山口大学の知財教育リソースについても紹介し活用を促 

 します。また、学校関係のみならず地域産業や知財関係者にもご案内して 

 おり、知財創造教育地域コンソーシアムの形成や産学連携に係るネット 

 ワーク形成の一助になると考えます。  

 

                               以上 


